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 [授業の概要・目的]
日本語学研究について基礎的な知識を習得することを目的とする。日本語学研究の問題について日
本文学に関連することも含めて幅広く触れる。

 [到達目標]
日本語学の基礎的な知識について、系統的にあるいは体系的に説明できることを目的とする。

 [授業計画と内容]
１　日本語学導入（言語場、表現と理解の構造と文法の位置）
２　文法論①（品詞論と記述文法の立場）
３　文法論②（文章、文、文節、語、形態素）
４　文法論③（品詞論：学校文法との異なり）
５　文法論④（形態論：「活用」）
６　文法論⑤（構文論：「接続」のあり方）
７　文法史①（奈良・平安時代を中心に）
８　文法史②（鎌倉・室町時代を中心に）
９　文法史③（江戸から明治へ、近代語の世界）
10　文体論①（表記体と文体の対立：訓読）
11　文体論②（表記体即文体の成立：仮名文）
12　表記論①（万葉仮名の形成）
13　表記論②（万葉仮名から平仮名・片仮名の形成）
14　まとめ・確認試験（授業中に課す試験です）
15　フィードバック

以上のうち、品詞論、文法史は複数回にわたる項目がある。全15回を予定しているが、受講生の理
解度にあわせて項目を省略することがある。

 [履修要件]
前期開講の言学Ⅰを受講していることが望ましい。言学Ⅱのみの受講でもよいが、その場合はテキ
ストの「音声」、「語彙」、「文字」の項目を熟読しておくこと。言学Ⅱでは、これらの項目につ
いての基礎知識があるものとして講義する。

 [成績評価の方法・観点]
講義期間の最終日に基礎的な事項の確認試験を行う（60％）。時折、講義中に小テストを行うほか、
授業への積極的な参加度（40％）を総合的に加味して評価する。
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言学II(2)

 [教科書]
山梨正明他 『改訂版 日本語要説 』（ひつじ書房）ISBN:978-4-89476-468-2
プリントを配付することがある。テキスト記載の参考文献については一読をしておくことが望まし
い。
 [参考書等]
  （参考書）
小出祥子 編 『大限界』（三省堂、2023）ISBN:978-4-385-36623-4（現代語の語形成と語彙のあり方
を考える資料です。）

 [授業外学修（予習・復習）等]
参考文献について一読しておくことが望ましい。小テストは事前に範囲を指定するので参考文献を
含めて復習をしておく必要がある。

 [その他（オフィスアワー等）]
木曜日４限をオフィスアワーとする。ただし、会議によって不在の場合があるから、事前に相談さ
れたい。

 [主要授業科目（学部・学科名）]
総合人間学部


